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程 鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。
この規程は令和5年8月7日から一部改正施行する。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。
学術コーナーへの投稿は，他学術誌と同様に論文の体裁を整える。
（1）緒言（はじめに）　（2）対象および方法（または症例）　（3）成績（結果）　（4）考案
（5）結語（むすび）　（6）引用文献

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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半頁の大きさ
約７５０字
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開催前は失敗だの大赤字だのと散々に言
われていた大阪・関西万博。いざ開幕して
みると連日大盛況。各国のパビリオンもオ
リジナリティーを生かした素晴らしい出来
となっており，訪れた方々の評判・満足度
もかなり高いようです。来場者数も日々増
えており，５月末時点で累計 600 万人を突
破したとの事。今後夏休みシーズンに入る
ことから，さらなる増加が見込まれており，
10 月の閉幕時には余裕で黒字決済となると
の予想です。さすが大阪，転んでもタダで
は起きない商魂に長けたお土地柄といった
ところでしょうか。

今月の「誌上ギャラリー」は永田先生よ
りお寄せいただいた “ 有明海夕日 ”。撮影は
1 月のようですが，いつの季節でも夕日に
染まる水面の情景は穏やかで心に沁みてき
ます。
「論説と話題」では，5 月 10 ～ 11 日に愛

媛で開催された第 31 回日本保育保健学会
と，5 月 17 日に福島で開催された第 19 回
日本医師会男女共同参画フォーラムの模様
をご報告していただきました。
「学術」では，鹿児島市立病院呼吸器外

科の恒吉先生から，比較的稀とされる若年
女性に発症した特発性縦隔気腫の一例をご
紹介していただき，南風病院外科の矢野先
生からは，画像解析システム「SYNAPSE 
VINCENT」による 3D 画像を用いた大腸手
術を 2 例ご報告していただきました。外科
医にとって 2D の診断画像から実際の術野
を正確にイメージすることは非常に重要な
スキルであり，習得に多くの経験が必要と
思われます。診断・手術の補助としてこの
システムは重要であり，今後の発展と適応
拡大が期待されるところです。
「医師会病院だより」では，栄養管理室の

田中先生から，適正な食事提供・指導等に
対する業務効率を改善するための最近の取
り組みについてご紹介いただきました。　
「随筆・その他」では粟先生から，趣味と

いうより最早ライフワークといえる茶道に
関して，周辺の歴史的背景を交えた内容で
ご寄稿いただきました。

リレー随筆は鹿児島市立病院の倉岡先生
から “ 空手とともに歩んだ人生 ” と題して，
幼少時から続けている空手への思いと，医
師となった今の空手へのかかわり方につい
て綴っていただきました。
「各種部会だより」では，5 月 22 日に行

われた鹿児島市内科医会総会と鹿児島市在
宅医会事例検討会の模様をご報告いただき
ました。内科医会に併せて行われた講演会で
は遠賀中間医師会おんが病院の吉田 哲朗先
生から血栓症リスクと出血リスクが共に高
い高齢心房細動患者に対する低容量 DOAC
製剤の有用性と安全性についてご講演いた
だいております。
「鹿市医狂壇」７号の題吟は「“ 夜遊っ（よ

あそっ）”」でした。力作が多く，いつも楽
しく拝見しております。会員の先生方も是
非挑戦してみて下さい。

例年より 3 週間近く早かった梅雨入りの
せいで，去年まで 20 年近く続けていたホタ
ル鑑賞に今年は行けず，非常に残念な思い
をしました。それはさておき先月のうちか
ら盛夏かと思えるくらい全国的に真夏日・
猛暑日が続いています。日常診療でもエア
コン使用による乾燥と温度調節の不均衡が
原因と考えられる喉風邪や熱中症を診る機
会が増えており，特に高齢者の熱中症は外
来通院では済まないレベルの中等症以上の
ケースが多くみられます。今後本格的な夏
を迎え，暑さもさらに厳しくなると予想さ
れます。会員の先生方も患者のケアばかり
でなく自身の体調管理にもお気をつけ下さ
い。

（編集委員　寺口 博幸）
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